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大
阪
地
方
本
部
は
3
月
9
日

（
月
）、天
王
寺
ミ
オ
に
於
い
て「
共

済
担
当
者
会
議
」を
開
催
し
た
。各

支
部
、各
分
会
の
担
当
者
が
出
席
し
、

各
共
済
の
加
入
状
況
、今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。

　

は
じ
め
に
、大
阪
地
方
本
部
を

代
表
し
て
禅
野
執
行
委
員
長
か
ら
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季
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闘
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各
種
共
済
●
福
祉
対
策
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要
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に
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い
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挨
拶
が
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っ
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い
て
、

中
央
本
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中
村
業
務・福
祉
対

策
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り
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2
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春
闘
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組
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車
両
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存
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治
●
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務
●
福
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い
て

挨
拶
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あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、議
題
に
入
り
、明
治
安

田
生
命
営
業
第
二
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の
近
藤
主
任

か
ら
●
年
金
サ
ポ
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ト
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ラ
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に
つ

い
て
●
家
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支
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に
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詳
細
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が
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。
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。
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取
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次
に
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。

　

参
加
者
か
ら
は
、各
種
共
済
等

の
説
明
ご
と
に
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
た
。最
後
は
筆
野
副
執
行
委

員
長
の
挨
拶
を
も
っ
て
会
議
は
滞

り
な
く
終
了
し
た
。
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催
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に
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催
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◆
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Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
大
阪
地
方
協

議
会
は
、3
月
15
日（
日
）に
心
斎
橋

サ
ン
ボ
ウ
ル
に
於
い
て
、「
２
０
２
６
春

季
生
活
闘
争
勝
利
」団
結
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
の「
２
０
２
６
春

季
生
活
闘
争
」を
闘
う
に
あ
た
り
、グ

ル
ー
プ
労
組
の
皆
様
と
一
層
の
団
結

と
親
睦
を
図
る
た
め
に

実
施
し
、当
日
は
笑
顔
いっ

ぱ
い
で
楽
し
い
大

会
と
な
っ
た
。

　

禅
野
議
長

（
大
阪
地
方
本

部
執
行
委
員

長
）が
春
闘
勝

利
に
向
け
全
力

で
始
球
式
を
行

い
、そ
の
後
各

チ
ー
ム
に
分
か
れ

親
睦
を
図
っ
た
。

休
日
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、昨
年

よ
り
多
く
の
グ

ル
ー
プ
労
組
に

も
参
加
を
い
た

だ
き
、和
や
か
な

ム
ー
ド
の
中
、ボ
ウ

リ
ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

　

2
ゲ
ー
ム
終
了

後
に
懇
親
会
会
場
へ

移
動
し
、表
彰
式
を

行
い
、団
体
の
部・女

性
の
部
・
個
人
の
部

と
表
彰
を
行
い
豪

華
景
品
が
禅
野
議

長
よ
り
授
与
さ
れ

た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連

合
に
集
う
各
単
組

の
春
闘
勝
利
に
向

け
、
共
に
ガ
ン
バ

ロ
ー
！！

　　　

　活発なご議論をしていただきありがとうございまし
た。10名の地本委員から24件のご発言があったと思
いますし、大きく５点について運動方針に肉付けをし
ていただけたと思います。

安全について
　安全の確立については、最優先課題として位置づ
け、取り組みを進めて参りました。私たちの安全の確
立の原点である、福知山線列車事故から本年４月で
２１年が経とうとしています。各支部や各分会でも事
故を風化させない取り組み、また、事故を語り継ぐ取
り組みを継続して行っていただいています。
　大阪地本としても、青年女性委員会と連携を行い、
取り組みを進めて参ります。安全お守り手帳をしっか
りと活用し、アサーションやABC運動を浸透させ、真
に安全な鉄道会社を築き上げていきましょう。
組織について
　一企業一労働組合の実現に向け、一つ一つ取り
組みを進めていかなくてはならないと思います。４月
には、2026年度の新入社員も入ってきますし、社会
人採用やカムバック採用など、４月だけでなく３か月
に１回程度はどこかの職場に配属がされています。
一人も不幸な後輩社員を作らないためにも、各支
部・分会のご協力を賜りながら組織拡大の取り組み
を進めていきたいと思いますし、組織の充実・強化の
取り組みも合わせて取り組んで参りたいと思います。
　北大阪支部の思いも分かるし、世話役活動がしん
どいと言っていたが、総務分会も頑張っているし、運
輸分会の河内委員からも頑張るとのご発言を頂いた。
地本にも田中・北原両執行委員は近統で働いている
し、役員経験者は多くいると思う。そもそも、職員が世話
役活動するのではなく、役員が分会の世話役活動や
サポートするのが本来のあるべき姿だと思います。
業 務
　主に巡回対応や職場環境等についてご意見を頂
きました。施策実施前には、必ず意見集約し団体交
渉も行っています。その場でしっかり会社と議論し、
不安や課題の解決に向けて取り組んでいただきた
いと思います。本日、会場に会社側も来ているので、
みなさんの生の声は会社にも届いたのではないかと
思います。引き続き課題解決に向けて、分会や部会
と連携して参りたいと思います。
２０２６春闘
　２０２６春闘についても多くご発言を頂きました。
先ほどもお話をしましたが、後ほどの春闘総決起集
会がありますので多くは語りませんが、各支部の春闘
集会も来週末に予定されています。
　我 と々しては、集中回答日に満額回答を引き出せる
よう、中央闘争委員会の下支えをし各支部の春闘決
起集会を盛り上げ、気運の醸成を図っていただきたい
と思います。

　以上、雑駁ではありますが、第31回地本委員会の
総括答弁とさせていただきます。
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